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iOS 版 Piamate Plus App マニュアル

Piamate Plus App は、消音ピアノシステム ピアノシステム RB-9000 シリーズを iPhone からリモート操作するためリモート操作するため操作するためするため
の App です。
App の操作するため方法について説明します。について説明します。説明します。します。

 1. 接続方法
ピアメイト操作するため本体とと iPhone の接続は、は、Bluetooth で接続は、します。
Bluetooth で接続は、する場合、事前にに iPhone の Bluetooth 設定を変更しておく必要があります。を変更しておく必要があります。して説明します。おく必要があります。必要があります。があります。
ホーム画面の「設定」から、以下のように設定します。の「設定」から、以下のように設定します。設定を変更しておく必要があります。」からリモート操作するため、以下のように設定します。のように設定を変更しておく必要があります。します。

ステップ 1
ホーム画面の「設定」から、以下のように設定します。より「設定」から、以下のように設定します。設定を変更しておく必要があります。」をタップ
します。

ステップ 2
設定を変更しておく必要があります。画面の「設定」から、以下のように設定します。より「設定」から、以下のように設定します。Bluetooth」をタ
ップします。

ステップ 3
Bluetooth を「設定」から、以下のように設定します。オン」に設定します」に設定を変更しておく必要があります。します。
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また、以下のように設定します。のように、コン」に設定しますト操作するためロールセン」に設定しますターを開いて、いて説明します。、Bluetooth 設定を変更しておく必要があります。を「設定」から、以下のように設定します。オン」に設定します」に変更しておく必要があります。することもで
きます。

ピアメイト操作するため本体とと iPhone を有線接続は、する場合、以下のように設定します。のアクセサリが必要があります。です。
・Apple Lightning – USB カメラアダプタ
・USB mini B ケーブル
以下のように設定します。のように接続は、します。

有線接続は、の場合、iPhone 側の設定は不要です。の設定を変更しておく必要があります。は不要があります。です。
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ピアメイト操作するため本体と iPhone

USB mini B ケーブル

Apple
Lightning - USB カメラアダプタ
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 2. App の起動起動
ホーム画面の「設定」から、以下のように設定します。より、「設定」から、以下のように設定します。Piamate Plus」のアイコン」に設定しますをタップします。
Piamate Plus App が起動し、サウンドの画面が表示されます。し、サウン」に設定しますドの画面が表示されます。の画面の「設定」から、以下のように設定します。が表示されます。されます。

ステップ 1
ホーム画面の「設定」から、以下のように設定します。より「設定」から、以下のように設定します。Piamate Plus」をタップします。

ステップ 2
App が起動し、サウンドの画面が表示されます。し、サウン」に設定しますドの画面が表示されます。の画面の「設定」から、以下のように設定します。が表示されます。されます。
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 3. 基本操作
App を最初に起動した際、サウンドの画面を表示します。に起動し、サウンドの画面が表示されます。した際、サウン」に設定しますドの画面が表示されます。の画面の「設定」から、以下のように設定します。を表示されます。します。
サウン」に設定しますドの画面が表示されます。、メト操作するためロノーム、録音ピアノシステム ・再生、デモ曲、本体と調整のの 5 つの機能を画面下のタブにより切り替を画面の「設定」から、以下のように設定します。下のように設定します。のタブにより切り替り替
えます。

［NOTE］
画面の「設定」から、以下のように設定します。上部の青丸のアイコンの青丸のアイコンのアイコン」に設定します は、ピアメイト操作するため本体ととの Bluetooth による接続は、状態を示し、このアイコを示されます。し、このアイコ
ン」に設定しますが表示されます。されて説明します。いる時は、ピアメイト本体と接続中であることを示します。このアイコンが消えていは、ピアメイト操作するため本体とと接続は、中であることを示します。このアイコンが消えていであることを示されます。します。このアイコン」に設定しますが消えて説明します。い
る時は、ピアメイト本体と接続中であることを示します。このアイコンが消えていは、ピアメイト操作するため本体とと接続は、できて説明します。いないことを示されます。し、この状態を示し、このアイコでは、App からリモート操作するためピアメイト操作するため本体とを
操作するためすることができません。
このアイコン」に設定しますは、各画面の「設定」から、以下のように設定します。共通に表示されます。に表示されます。されます。
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デモ曲を開いて、きます。

録音ピアノシステム ・再生を開いて、きます。

サウン」に設定しますドの画面が表示されます。を開いて、きます。

メト操作するためロノームを開いて、きます。

本体と調整のを開いて、きます。

ピアメイト操作するため本体ととの接続は、状態を示し、このアイコを
示されます。します。
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 4. サウンド
ピアメイト操作するため本体とと接続は、するための Bluetooth 設定を変更しておく必要があります。と、音ピアノシステム 色、リバーブ等のサウンドに関する設定を行のサウン」に設定しますドの画面が表示されます。に関する設定を行する設定を変更しておく必要があります。を行
います。
最初に起動した際、サウンドの画面を表示します。に「設定」から、以下のように設定します。Bluetooth」をタップし、ピアメイト操作するため本体とと接続は、します。接続は、が完了するとサウンドの状態がするとサウン」に設定しますドの画面が表示されます。の状態を示し、このアイコが
App にロードの画面が表示されます。され、ピアメイト操作するため本体ととサウン」に設定しますドの画面が表示されます。の設定を変更しておく必要があります。を同期します。します。
サウン」に設定しますドの画面が表示されます。は、音ピアノシステム 色、リバーブ、エフェクト操作するため、4 バン」に設定しますドの画面が表示されます。イコライザー、ト操作するためラン」に設定しますスポーズの 5 種類を設定すを設定を変更しておく必要があります。す
ることができますが、それぞれの設定を変更しておく必要があります。の組み合わせをみ合わせを合わせを 8 個のユーザープリセットにセーブすることがのユーザープリセット操作するためにセーブすることが
できますので、ワン」に設定しますタッチで好みの設定に切り替えることができます。で好みの設定に切り替えることができます。み合わせをの設定を変更しておく必要があります。に切り替り替えることができます。
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音ピアノシステム 色設定を変更しておく必要があります。の画面の「設定」から、以下のように設定します。に移ります。ります。

リバーブ設定を変更しておく必要があります。の画面の「設定」から、以下のように設定します。に移ります。ります。

Bluetooth を設定を変更しておく必要があります。します。

エフェクト操作するため設定を変更しておく必要があります。の画面の「設定」から、以下のように設定します。に移ります。ります。

ピアメイト操作するため本体からサウンド関連の状態をからサウンド関連の状態をサウンド関連の状態を関連の状態をの状態を状態をを
ロード関連の状態をします。

ト操作するためラン」に設定しますスポーズ設定を変更しておく必要があります。の画面の「設定」から、以下のように設定します。に移ります。ります。

4 バン」に設定しますドの画面が表示されます。イコライザー設定を変更しておく必要があります。の画面の「設定」から、以下のように設定します。に移ります。ります。

ユーザープリセット操作するためを選択します。します。

指定を変更しておく必要があります。したユーザープリセット操作するための音ピアノシステム 色等のサウンドに関する設定を行の
各設定を変更しておく必要があります。をリセット操作するためします。

指定を変更しておく必要があります。したユーザープリセット操作するために現在のの
音ピアノシステム 色等のサウンドに関する設定を行の各設定を変更しておく必要があります。をセーブします。
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 4.1. Bluetooth

Bluetooth を設定を変更しておく必要があります。し、ピアメイト操作するため本体とと接続は、します。
ピアメイト操作するため本体との電源を投入しておき 、以下の手順で接続します。を投入しておき 、以下の手順で接続します。して説明します。おき 、以下のように設定します。の手順で接続します。で接続は、します。

ステップ 1
「設定」から、以下のように設定します。Bluetooth」をタップし、
Bluetooth MIDI デバイスの
一覧を表示します。を表示されます。します。

ステップ 2
「設定」から、以下のように設定します。Piamate Plus」をタップし、
接続は、を開いて、始します。ステータスします。ステータス
が「設定」から、以下のように設定します。接続は、中であることを示します。このアイコンが消えてい」になります。

ステップ 3
ステータスが「設定」から、以下のように設定します。接続は、済み」に変み合わせを」に変
わると、接続は、完了するとサウンドの状態がです。

［NOTE］
接続は、済み」に変み合わせをの状態を示し、このアイコで、「設定」から、以下のように設定します。Piamate Plus」をタップするとピアメイト操作するため本体ととの接続は、が切り替断されますが、ピされますが、ピ
アメイト操作するため本体との電源を投入しておき 、以下の手順で接続します。をオフする際、この画面の「設定」から、以下のように設定します。で切り替断されますが、ピする必要があります。はありません。
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 4.2. 音色

音ピアノシステム 色を設定を変更しておく必要があります。します。
音ピアノシステム 色は、128 音ピアノシステム 色からリモート操作するため選択します。することができます。

［NOTE］
音ピアノシステム 色の変更しておく必要があります。は、現在の選択します。されて説明します。いるユーザープリセット操作するために適用されますが、変更を保存したい場合、されますが、変更しておく必要があります。を保存したい場合、したい場合、
サウン」に設定しますドの画面が表示されます。画面の「設定」から、以下のように設定します。に戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。って説明します。、ユーザープリセット操作するためをセーブして説明します。下のように設定します。さい。
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音ピアノシステム 色を選択します。します。
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 4.3. リバーブ

リバーブを設定を変更しておく必要があります。します。
リバーブの種類を設定すは、ルームとホールを選択します。することができます。

［NOTE］
リバーブの変更しておく必要があります。は、現在の選択します。されて説明します。いるユーザープリセット操作するために適用されますが、変更を保存したい場合、されますが、変更しておく必要があります。を保存したい場合、したい場
合、サウン」に設定しますドの画面が表示されます。画面の「設定」から、以下のように設定します。に戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。って説明します。、ユーザープリセット操作するためをセーブして説明します。下のように設定します。さい。
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リバーブをオン」に設定します・オフします。

リバーブの種類を設定すを選択します。します。

リバーブのレベルを設定を変更しておく必要があります。します。
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 4.4. エフェクト

エフェクト操作するためを設定を変更しておく必要があります。します。
エフェクト操作するための種類を設定すは、コーラス、ロータリ、ディレイを選択します。することができます。

［NOTE］
エフェクト操作するための変更しておく必要があります。は、現在の選択します。されて説明します。いるユーザープリセット操作するために適用されますが、変更を保存したい場合、されますが、変更しておく必要があります。を保存したい場合、したい
場合、サウン」に設定しますドの画面が表示されます。画面の「設定」から、以下のように設定します。に戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。って説明します。、ユーザープリセット操作するためをセーブして説明します。下のように設定します。さい。
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エフェクト操作するためをオン」に設定します・オフします。

コーラスの種類を設定すを選択します。します。

エフェクト操作するためのレベルを設定を変更しておく必要があります。します。
ロータリでは設定できません。では設定できません。設定できません。できません。
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 4.5. ４バンドイコライザー

4 バン」に設定しますドの画面が表示されます。イコライザーを設定を変更しておく必要があります。します。
4 バン」に設定しますドの画面が表示されます。のレベルを変更しておく必要があります。することができます。

［NOTE］
4 バン」に設定しますドの画面が表示されます。イコライザーの変更しておく必要があります。は、現在の選択します。されて説明します。いるユーザープリセット操作するために適用されますが、変更を保存したい場合、されますが、変更しておく必要があります。を保
存したい場合、したい場合、サウン」に設定しますドの画面が表示されます。画面の「設定」から、以下のように設定します。に戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。って説明します。、ユーザープリセット操作するためをセーブして説明します。下のように設定します。さい。
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各レベルをフラット操作するために設定を変更しておく必要があります。します。

レベルを設定を変更しておく必要があります。します。

ユーザー編集とと 3 種類を設定すのプリセット操作するためを切り替替ます。
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 4.6. トランスポーズ

ト操作するためラン」に設定しますスポーズを設定を変更しておく必要があります。します。
最大でで±2 オクターブまで、ト操作するためラン」に設定しますスポーズすることができます。

［NOTE］
ト操作するためラン」に設定しますスポーズの変更しておく必要があります。は、現在の選択します。されて説明します。いるユーザープリセット操作するために適用されますが、変更を保存したい場合、されますが、変更しておく必要があります。を保存したい場合、し
たい場合、サウン」に設定しますドの画面が表示されます。画面の「設定」から、以下のように設定します。に戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。って説明します。、ユーザープリセット操作するためをセーブして説明します。下のように設定します。さい。
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ト操作するためラン」に設定しますスポーズをオン」に設定します・オフします。

レベルを設定を変更しておく必要があります。します。
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 5. メトロノーム
メト操作するためロノームを再生します。
メト操作するためロノームの設定を変更しておく必要があります。内容は以下の通りです。は以下のように設定します。の通に表示されます。りです。
・拍子　：なしなし, 2, 3, 4, 5, 6, 8
・テン」に設定しますポ：なし30 - 250
・音ピアノシステム 量　：なし10 段階
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拍子を選択します。します。

メト操作するためロノームの音ピアノシステム 量を
調整のします。

再生または停止します。します。

テン」に設定しますポを早くします。く必要があります。します。テン」に設定しますポを遅くします。く必要があります。します。
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 6. 録音・再生
演奏データのデータの録音ピアノシステム ・再生を行います。
また、録音ピアノシステム したデータを iPhone に転送し、コレクションすることができます。し、コレクション」に設定しますすることができます。iPhone 上のデータを
ピアメイト操作するため本体とに戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。したり、E メールで転送し、コレクションすることができます。することもできます。
再生時は、ピアメイト本体と接続中であることを示します。このアイコンが消えてい、再生速度や音量を変更することができます。や音量を変更することができます。音ピアノシステム 量を変更しておく必要があります。することができます。
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録音ピアノシステム ・再生を停止します。します。

再生速度や音量を変更することができます。を調整のします。

ピアメイト操作するため本体との録音ピアノシステム データ
を削除します。します。

録音ピアノシステム データをメールで
送し、コレクションすることができます。信します。します。

録音ピアノシステム を開いて、始します。ステータスします。

ピアメイト操作するため本体との録音ピアノシステム データ
を iPhone に転送し、コレクションすることができます。します。

iPhone 上の録音ピアノシステム データを
ピアメイト操作するため本体とに転送し、コレクションすることができます。します。

録音ピアノシステム ・再生するバン」に設定しますク
を選択します。します。

再生を開いて、始します。ステータスします。

再生音ピアノシステム 量を調整のします。
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 6.1. 演奏データの録音データの録音の起動録音

ピアメイト操作するため本体とに演奏データのデータを録音ピアノシステム します。
ピアメイト操作するため本体とには、バン」に設定しますクを選択します。することにより、最大でで 10 曲分の録音データを保存しておくことの録音ピアノシステム データを保存したい場合、して説明します。おく必要があります。こと
ができます。
以下のように設定します。の手順で接続します。で録音ピアノシステム します。

ステップ 1
本体との録音ピアノシステム 先のバンクを選択しまのバン」に設定しますクを選択します。しま
す。

ステップ 2
録音ピアノシステム ボタン」に設定しますをタップし、ピアノで　
演奏データのを始します。ステータスめます。

ステップ 3
録音ピアノシステム を停止します。する場合、停止します。ボタン」に設定しますを
タップします。
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 6.2. 録音データの録音の起動再生

ピアメイト操作するため本体とに録音ピアノシステム されて説明します。いる演奏データのデータを再生します。
以下のように設定します。の手順で接続します。で再生します。

ステップ 1
再生したい本体とのバン」に設定しますクを選択します。し
ます。

ステップ 2
再生ボタン」に設定しますをタップします。

ステップ 3
再生を停止します。する場合、停止します。ボタン」に設定しますを
タップします。

再生中であることを示します。このアイコンが消えてい、スピードの画面が表示されます。のスライダーで、再生速度や音量を変更することができます。を変更しておく必要があります。することができます(0.5 - 2.0倍)。また、スピー
カーのスライダーで、再生音ピアノシステム 量を変更しておく必要があります。することもできます(10 段階)。
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 6.3. 本体からから iPhone への起動録音データの録音の起動転送

ピアメイト操作するため本体とに保存したい場合、されて説明します。いる録音ピアノシステム データを iPhoneへ転送することができます。転送し、コレクションすることができます。することができます。
ピアメイト操作するため本体とには 10 曲までしか保存したい場合、することができませんが、iPhoneへ転送することができます。転送し、コレクションすることができます。することで、より多
く必要があります。の録音ピアノシステム データを保存したい場合、することができます。
以下のように設定します。の手順で接続します。で転送し、コレクションすることができます。します。

ステップ 1
本体とからリモート操作するため転送し、コレクションすることができます。するバン」に設定しますクを選択します。し
ます。

ステップ 2
本体とからリモート操作するため iPhoneへ転送することができます。の転送し、コレクションすることができます。ボタン」に設定します
をタップします。

ステップ 3
iPhone 上で管理するためのファイするためのファイ
ル名を入力し、「を入しておき 、以下の手順で接続します。力し、「し、「設定」から、以下のように設定します。OK」をタップし
ます。
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ステップ 4
データ転送し、コレクションすることができます。中であることを示します。このアイコンが消えていは、以下のように設定します。のようなダイアログが表示さ　が表示されます。さ　
れ、転送し、コレクションすることができます。中であることを示します。このアイコンが消えていの状況を表示します。を表示されます。します。

ステップ 5
転送し、コレクションすることができます。が完了するとサウンドの状態がすると、ダイアログが表示さ　が消えます。
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 6.4. iPhone から本体からへの起動録音データの録音の起動転送

iPhone 上に保存したい場合、された録音ピアノシステム データをピアメイト操作するため本体とに転送し、コレクションすることができます。することができます。
以下のように設定します。の手順で接続します。で転送し、コレクションすることができます。します。

ステップ 1
転送し、コレクションすることができます。先のバンクを選択しまの本体とのバン」に設定しますクをタップし
ます。

ステップ 2
iPhone からリモート操作するため本体とへ転送することができます。の転送し、コレクションすることができます。ボタン」に設定します
をタップします。

ステップ 3
iPhone 上の録音ピアノシステム データのファイル
を選択します。し、「設定」から、以下のように設定します。OK」をタップします。
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ステップ 4
データ転送し、コレクションすることができます。中であることを示します。このアイコンが消えていは、以下のように設定します。のようなダイアログが表示さ　が表示されます。さ　
れ、転送し、コレクションすることができます。中であることを示します。このアイコンが消えていの状況を表示します。を表示されます。します。

ステップ 5
転送し、コレクションすることができます。が完了するとサウンドの状態がすると、ダイアログが表示さ　が消えます。

19
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［NOTE］
ステップ 3 のファイル選択します。中であることを示します。このアイコンが消えていの画面の「設定」から、以下のように設定します。において説明します。、iPhone 上の録音ピアノシステム データを削除します。することができます。
以下のように設定します。の手順で接続します。で削除します。します(Sample2 を削除します。した場合の例)。

ステップ 1
Sample2 の項目を左へスワイプ。を左へスワイプ。へ転送することができます。スワイプ。

ステップ 2
「設定」から、以下のように設定します。削除します。」ボタン」に設定しますをタップ。

ステップ 3
リスト操作するためからリモート操作するため Sample2 の表示されます。が消え
ます。

また、Piamate Plus App を iPhone 上からリモート操作するためアン」に設定しますイン」に設定しますスト操作するためールすると、iPhone に転送し、コレクションすることができます。した録音ピアノシステム データも
失われます。アンインストールの際は、われます。アン」に設定しますイン」に設定しますスト操作するためールの際は、iTunes で事前ににバックアップをとるよう注意して下さい。して説明します。下のように設定します。さい。
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 6.5. E メールによる録音データの送信による録音データの送信録音データの録音の起動送信

iPhone 上に保存したい場合、された録音ピアノシステム データを E メールの添付ファイルで送信することができます。ファイルで送し、コレクションすることができます。信します。することができます。
以下のように設定します。の手順で接続します。で転送し、コレクションすることができます。します。

ステップ 1
メールボタン」に設定しますをタップします。

ステップ 2
iPhone 上の録音ピアノシステム データのファイ　
ル名を入力し、「を選択します。し、「設定」から、以下のように設定します。OK」をタップ　
します。

ステップ 3
メールが起動し、サウンドの画面が表示されます。し、自動し、サウンドの画面が表示されます。的に添付ファに添付ファイルで送信することができます。ファ
イルに追加されますので、必用事項されますので、必用されますが、変更を保存したい場合、事項
を入しておき 、以下の手順で接続します。力し、「し、メールを送し、コレクションすることができます。信します。して説明します。下のように設定します。さい。

［NOTE］
E メールを利用されますが、変更を保存したい場合、する場合、事前ににメールアカウン」に設定しますト操作するための設定を変更しておく必要があります。が必要があります。です。メールの設定を変更しておく必要があります。について説明します。は、ご利利
用されますが、変更を保存したい場合、中であることを示します。このアイコンが消えていのキャリア様の設定ガイド等を参照して下さい。の設定を変更しておく必要があります。ガイドの画面が表示されます。等のサウンドに関する設定を行を参照して下さい。して説明します。下のように設定します。さい。
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 6.6. E メールによる録音データの送信で受信した録音データのコピー受信した録音データのコピー録音データの録音の起動コピー

E メールで受信します。した録音ピアノシステム データを App 上にコピーすることができます。
以下のように設定します。の手順で接続します。でコピーします。

ステップ 1
受信します。した E メールを開いて、いて説明します。、添付ファイルで送信することができます。
ファイルをタップします。

ステップ 2
「設定」から、以下のように設定します。Piamate Plus」のアイコン」に設定しますを
タップします。

ステップ 3
App が起動し、サウンドの画面が表示されます。し、コピー完了するとサウンドの状態がにより、
「設定」から、以下のように設定します。OK」をタップします。

22



iOS 版 Piamate Plus App マニュアル 1.0 版

 6.7. 録音データの録音の起動削除

ピアメイト操作するため本体との録音ピアノシステム データを削除します。します。
以下のように設定します。の手順で接続します。で削除します。します。

ステップ 1
削除します。したいバン」に設定しますクを選択します。します。

ステップ 2
削除します。ボタン」に設定しますをタップします。

ステップ 3
「設定」から、以下のように設定します。はい」をタップすると、録音ピアノシステム デー
タを削除します。します。
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 6.8. iTunes で受信した録音データのコピーの起動録音データの録音の起動管理

Piamate Plus App はファイル共有に対応していますので、して説明します。いますので、iTunes で同期します。すると、iPhone 上の録音ピアノシステム 
データをコン」に設定しますピュータにコピーしたり、コン」に設定しますピュータ上のデータを iPhone にコピーすることができま
す。
以下のように設定します。の手順で接続します。で録音ピアノシステム データをコピーします。

1.iPhone を USB ケーブルでコン」に設定しますピュータに接続は、します。
2.コン」に設定しますピュータで iTunes を開いて、きます。
3.左へスワイプ。ペイン」に設定しますのリスト操作するためからリモート操作するため「設定」から、以下のように設定します。ファイル共有」を選択します。します。
4.ファイル共有の App の一覧を表示します。からリモート操作するため「設定」から、以下のように設定します。Piamate Plus」を選択します。すると、「設定」から、以下のように設定します。Piamate Plus の書類を設定す」のリス
ト操作するために録音ピアノシステム データが表示されます。されます。

5.iPhone からリモート操作するためコン」に設定しますピュータにコピーする場合、「設定」から、以下のように設定します。Piamate Plus の書類を設定す」リスト操作するためからリモート操作するため必要があります。なファイルを
コン」に設定しますピュータ上のフォルダにドの画面が表示されます。ラッグが表示さ　アン」に設定しますドの画面が表示されます。ドの画面が表示されます。ロップします。

6.コン」に設定しますピュータからリモート操作するため iPhone にコピーする場合、コン」に設定しますピュータ上のフォルダからリモート操作するため必要があります。なファイルを
「設定」から、以下のように設定します。Piamate Plus の書類を設定す」リスト操作するためへ転送することができます。ドの画面が表示されます。ラッグが表示さ　アン」に設定しますドの画面が表示されます。ドの画面が表示されます。ロップします。
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 7. デモ曲曲
デモ曲を再生します。
ピアメイト操作するため本体とに収録して説明します。いる 10 曲からリモート操作するため選択します。することができます。

25

曲名を入力し、「をタップすると、
その曲に変わります。

次の曲へ進みます。の曲へ転送することができます。進みます。み合わせをます。

再生または停止します。します。

前にの曲へ転送することができます。戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。ります。

音ピアノシステム 量を調整のします。
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 8. 本体から調整
ピアメイト操作するため本体との各種調整のを行います。
ピアメイト操作するためを取り付けたピアノの状態に応じて、各項目を調整します。各調整項目の調整内容についり付ファイルで送信することができます。けたピアノの状態を示し、このアイコに応していますので、じて説明します。、各項目を左へスワイプ。を調整のします。各調整の項目を左へスワイプ。の調整の内容は以下の通りです。につい
て説明します。は、ピアメイト操作するため本体とに付ファイルで送信することができます。属している取扱説明書を参照して下さい。して説明します。いる取り付けたピアノの状態に応じて、各項目を調整します。各調整項目の調整内容につい扱説明します。書を参照して下さい。して説明します。下のように設定します。さい。
ピアメイト操作するため本体とと接続は、後、本体と調整のを選択します。すると、各調整の値を自動的にロードします。これにより、を自動し、サウンドの画面が表示されます。的に添付ファにロードの画面が表示されます。します。これにより、
ピアメイト操作するため本体とと本体と調整のが同期します。します。なお、「設定」から、以下のように設定します。ロードの画面が表示されます。」ボタン」に設定しますをタップすると、手動し、サウンドの画面が表示されます。でロードの画面が表示されます。す
ることもできます。

26

調律カーブを調整します。カーブを調整のします。

ピアメイト操作するため本体との各調整の値を自動的にロードします。これにより、をロードの画面が表示されます。します。

鍵盤関する設定を行連の調整を行います。の調整のを行います。

工場出荷設定を変更しておく必要があります。を行います。

チで好みの設定に切り替えることができます。ューニン」に設定しますグが表示さ　を行います。

ペダル調整のを行います。

エコ設定を変更しておく必要があります。を行います。

App や本体のバージョンを表示します。本体からサウンド関連の状態をの状態をバージョンを表示します。します。

ピアノタイプの設定を行います。の状態を設定できません。を行います。います。
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 8.1. ピアノタの録音イプ

ピアノタイプを設定を変更しておく必要があります。します。

27

設定を変更しておく必要があります。をキャン」に設定しますセルし、
終了するとサウンドの状態がします。

ピアノの種類を設定すを選択します。します。

設定を変更しておく必要があります。を保存したい場合、し、終了するとサウンドの状態がします。
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 8.2. 鍵盤調整

鍵盤に関する設定を行連の調整を行います。する調整の項目を左へスワイプ。のメニューを表示されます。します。
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本体と調整ののメニューに
戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。ります。

タッチで好みの設定に切り替えることができます。調整のを行います。

各鍵音ピアノシステム 量調整のを行います。

黒鍵音ピアノシステム 量調整のを行います。

鍵盤深さ調整を行います。さ調整のを行います。

鍵盤連の調整を行います。打設定を変更しておく必要があります。を行います。
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 8.2.1. タの録音ッチ調整調整
鍵盤のタッチで好みの設定に切り替えることができます。を調整のします。
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設定を変更しておく必要があります。を保存したい場合、し、終了するとサウンドの状態がします。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、を変更しておく必要があります。します。

設定を変更しておく必要があります。をキャン」に設定しますセルし、
終了するとサウンドの状態がします。
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 8.2.2. 各鍵音量調整
鍵盤毎に音量を調整します。に音ピアノシステム 量を調整のします。
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設定を変更しておく必要があります。を保存したい場合、し、終了するとサウンドの状態がします。設定を変更しておく必要があります。をキャン」に設定しますセルし、
終了するとサウンドの状態がします。

鍵盤を選択します。します。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、を変更しておく必要があります。します。

鍵盤毎に音量を調整します。に設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、を表示されます。します。
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 8.2.3. 黒鍵音量調整
黒鍵の音ピアノシステム 量を調整のします。
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設定を変更しておく必要があります。を保存したい場合、し、終了するとサウンドの状態がします。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、を変更しておく必要があります。します。

設定を変更しておく必要があります。をキャン」に設定しますセルし、
終了するとサウンドの状態がします。



iOS 版 Piamate Plus App マニュアル 1.0 版

 8.2.4. 鍵盤深さ調整さ調整調整
鍵盤の深さ調整を行います。さを調整のします。
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設定を変更しておく必要があります。をキャン」に設定しますセルし、
終了するとサウンドの状態がします。 設定を変更しておく必要があります。を保存したい場合、し、終了するとサウンドの状態がします。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、を変更しておく必要があります。します。
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 8.2.5. 鍵盤連打設定
鍵盤の連の調整を行います。打回数を設定します。を設定を変更しておく必要があります。します。
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設定を変更しておく必要があります。を保存したい場合、し、終了するとサウンドの状態がします。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、を変更しておく必要があります。します。

設定を変更しておく必要があります。をキャン」に設定しますセルし、
終了するとサウンドの状態がします。
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 8.3. ペダルによる録音データの送信調整

ペダルの検出位置とダンパーペダルのモードを調整します。とダン」に設定しますパーペダルのモードの画面が表示されます。を調整のします。
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設定を変更しておく必要があります。を保存したい場合、し、終了するとサウンドの状態がします。設定を変更しておく必要があります。をキャン」に設定しますセルし、
終了するとサウンドの状態がします。

左へスワイプ。ペダルの位置とダンパーペダルのモードを調整します。を変更しておく必要があります。します。

中であることを示します。このアイコンが消えていペダルの位置とダンパーペダルのモードを調整します。を変更しておく必要があります。します。

右ペダルの位置を変更します。ペダルの位置とダンパーペダルのモードを調整します。を変更しておく必要があります。します。

ダン」に設定しますパーペダルのモードの画面が表示されます。を
変更しておく必要があります。します。
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 8.4. チ調整ューニング

チで好みの設定に切り替えることができます。ューニン」に設定しますグが表示さ　を調整のします。
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設定を変更しておく必要があります。を保存したい場合、し、終了するとサウンドの状態がします。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、を変更しておく必要があります。します。

設定を変更しておく必要があります。をキャン」に設定しますセルし、
終了するとサウンドの状態がします。
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 8.5. 調律カーブカーブ

調律カーブを調整します。カーブを編集とします。
工場出荷時は、ピアメイト本体と接続中であることを示します。このアイコンが消えていの状態を示し、このアイコでは、ピアメイト操作するため独自の調律カーブを調整します。カーブにプリセット操作するためされて説明します。いますが、この画面の「設定」から、以下のように設定します。でカス
タムに設定を変更しておく必要があります。すると、好みの設定に切り替えることができます。み合わせをの調律カーブを調整します。カーブに編集とすることができます(カスタムに切り替替直後は、フラット操作するためな
カーブを表示されます。します)。

36

鍵盤を選択します。します。

本体と調整ののメニューに
戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。ります。

プリセット操作するため /カスタムを
変更しておく必要があります。します。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、をファイルに保存したい場合、
します。

ピアメイト操作するため本体とからリモート操作するため設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、
をロードの画面が表示されます。します。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、をファイルからリモート操作するため
ロードの画面が表示されます。します。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、をピアメイト操作するため本体とに
保存したい場合、します。

調律カーブを調整します。を変更しておく必要があります。します。
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 8.6. エコ設定

エコ設定を変更しておく必要があります。に関する設定を行連の調整を行います。する調整の項目を左へスワイプ。のメニューを表示されます。します。

37

パネル LED 設定を変更しておく必要があります。を行います。

本体と調整ののメニューに
戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。ります。

オート操作するためパワーオフ設定を変更しておく必要があります。を
行います。
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 8.6.1. パネルによる録音データの送信 LED 設定
パネル LED の明します。るさを設定を変更しておく必要があります。します。
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設定を変更しておく必要があります。をキャン」に設定しますセルし、
終了するとサウンドの状態がします。 設定を変更しておく必要があります。を保存したい場合、し、終了するとサウンドの状態がします。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、を変更しておく必要があります。します。
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 8.6.2. オートパワーオフ設定
ピアメイト操作するため本体とのオート操作するためパワーオフを設定を変更しておく必要があります。します。
演奏データのされて説明します。いない状態を示し、このアイコがここで設定を変更しておく必要があります。された時は、ピアメイト本体と接続中であることを示します。このアイコンが消えてい間を越えると、自動的にピアメイト本体の電源をオフにを越えると、自動的にピアメイト本体の電源をオフにえると、自動し、サウンドの画面が表示されます。的に添付ファにピアメイト操作するため本体との電源を投入しておき 、以下の手順で接続します。をオフに
します。無効に設定した場合、オートパワーオフは働きません。に設定を変更しておく必要があります。した場合、オート操作するためパワーオフは働きません。きません。
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設定を変更しておく必要があります。をキャン」に設定しますセルし、
終了するとサウンドの状態がします。 設定を変更しておく必要があります。を保存したい場合、し、終了するとサウンドの状態がします。

設定を変更しておく必要があります。値を自動的にロードします。これにより、を変更しておく必要があります。します。
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 8.7. 工場出荷設定

ピアメイト操作するため本体との各種設定を変更しておく必要があります。を工場出荷設定を変更しておく必要があります。にリセット操作するためします。
なお、ピアノタイプはリセット操作するためされません。

［NOTE］
工場出荷設定を変更しておく必要があります。を行った場合、一旦、ピアメイト操作するため本体との電源を投入しておき 、以下の手順で接続します。をオフにする必要があります。があります。
再度や音量を変更することができます。、電源を投入しておき 、以下の手順で接続します。をオン」に設定しますすると、ピアメイト操作するため本体との録音ピアノシステム ラン」に設定しますプと再生ラン」に設定しますプが交互に点滅し、初期設定が必に点滅し、初期設定が必し、初に起動した際、サウンドの画面を表示します。期します。設定を変更しておく必要があります。が必
要があります。であることをお知らせします。本体に付属している取扱説明書の初期設定の手順に従って、初期設らリモート操作するためせします。本体とに付ファイルで送信することができます。属している取扱説明書を参照して下さい。して説明します。いる取り付けたピアノの状態に応じて、各項目を調整します。各調整項目の調整内容につい扱説明します。書の初に起動した際、サウンドの画面を表示します。期します。設定を変更しておく必要があります。の手順で接続します。に従って、初期設って説明します。、初に起動した際、サウンドの画面を表示します。期します。設
定を変更しておく必要があります。を実施して下さい。して説明します。下のように設定します。さい。
初に起動した際、サウンドの画面を表示します。期します。設定を変更しておく必要があります。が完了するとサウンドの状態がするまで、Piamate Plus App との接続は、はできません。

40

本体と調整のに戻って、ユーザープリセットをセーブして下さい。ります。

設定を変更しておく必要があります。をリセット操作するためします。
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 8.8. 情報

App の情報を表示します。を表示されます。します。
Piamate Plus App とピアメイト操作するため本体とのバージョン」に設定しますを確認することができます。することができます。

41

ピアメイト操作するため本体とのモデル名を入力し、「とバージョン」に設定しますを表示されます。します。

App のバージョン」に設定しますを表示されます。します。

タップすると、弊社ののWebサイト操作するためをブラウザで開いて、きます。
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 9. 困った時はった録音データのコピー時はは
Piamate Plus App の画面の「設定」から、以下のように設定します。上部の青丸のアイコンの青丸のアイコンの アイコン」に設定しますが表示されます。されて説明します。いない場合、ピアメイト操作するため本体とと
Bluetooth 接続は、ができて説明します。いません。
このような場合、以下のように設定します。の点について説明します。確認することができます。して説明します。下のように設定します。さい。

• Piamate Plus App のサウン」に設定しますドの画面が表示されます。画面の「設定」から、以下のように設定します。の Bluetooth 設定を変更しておく必要があります。の表示されます。が未接続は、になって説明します。いると、
Bluetooth 接続は、ができて説明します。いません。Bluetooth 設定を変更しておく必要があります。をタップし、ピアメイト操作するため本体とと接続は、して説明します。下のように設定します。
さい。

• iOS11 以前にで、iPhone のステータスバーのバッテリーアイコン」に設定しますの隣にに Bluetooth のアイコン」に設定します
が表示されます。されて説明します。いない場合、iPhone の Bluetooth 設定を変更しておく必要があります。がオフになって説明します。います。iPhone の
Bluetooth 設定を変更しておく必要があります。をオン」に設定しますにして説明します。下のように設定します。さい。iOS12 では、Bluetooth のアイコン」に設定します表示されます。が省略されましされまし
たので、Bluetooth 設定を変更しておく必要があります。をオン」に設定しますにして説明します。もステータスバーには表示されます。されません。

• ピアメイト操作するため本体との RECラン」に設定しますプと PLAYラン」に設定しますプが交互に点滅し、初期設定が必に点滅し、初期設定が必して説明します。いる場合、iPhone と接続は、でき
ません。この点滅し、初期設定が必は初に起動した際、サウンドの画面を表示します。期します。設定を変更しておく必要があります。が必要があります。な状態を示し、このアイコを示されます。して説明します。いますので、初に起動した際、サウンドの画面を表示します。期します。設定を変更しておく必要があります。を実施して下さい。して説明します。下のように設定します。さい。

上記の問題がない場合、以下の項目を実施することで改善する場合があります。の問題がない場合、以下の項目を実施することで改善する場合があります。がない場合、以下のように設定します。の項目を左へスワイプ。を実施して下さい。することで改善する場合があります。する場合があります。

• ピアメイト操作するため本体との電源を投入しておき 、以下の手順で接続します。を一旦オフにした後、再度や音量を変更することができます。オン」に設定しますにして説明します。下のように設定します。さい。

• iPhone の Bluetooth 設定を変更しておく必要があります。を一旦オフにした後、再度や音量を変更することができます。オン」に設定しますにして説明します。下のように設定します。さい。

• Piamate Plus App を強制終了するとサウンドの状態がした後、再度や音量を変更することができます。、Piamate Plus App を起動し、サウンドの画面が表示されます。して説明します。下のように設定します。さい。強制終了するとサウンドの状態が
は以下のように設定します。の手順で接続します。で行います。
ホームボタン」に設定しますを備えている機種の場合、ホームボタンをダブルクリックすると、開いているえて説明します。いる機種の場合、ホームボタン」に設定しますをダブルクリックすると、開いて、いて説明します。いる
App が一覧を表示します。表示されます。されます。iPhone Xシリーズの場合、画面の「設定」から、以下のように設定します。の下のように設定します。端から上方向へスワイプするからリモート操作するため上方向へスワイプするへ転送することができます。スワイプする
と、App の一覧を表示します。が表示されます。されます。
App の一覧を表示します。を横方向へスワイプするにスワイプし、Piamate Plus App を選んだ状態で上方向にスワイプする状態を示し、このアイコで上方向へスワイプするにスワイプする
と、App を強制終了するとサウンドの状態がします。その後、ホーム画面の「設定」から、以下のように設定します。より、Piamate Plus アイコン」に設定しますをタップし、
App を再起動し、サウンドの画面が表示されます。します。

• iPhone の電源を投入しておき 、以下の手順で接続します。を一旦オフにした後、再度や音量を変更することができます。オン」に設定しますにして説明します。下のように設定します。さい。

• 周囲に無線機器があれば、周囲の無線機器の電源をオフにして下さい。に無線機器があれば、周囲の無線機器の電源をオフにして下さい。があれば、周囲に無線機器があれば、周囲の無線機器の電源をオフにして下さい。の無線機器があれば、周囲の無線機器の電源をオフにして下さい。の電源を投入しておき 、以下の手順で接続します。をオフにして説明します。下のように設定します。さい。

• ピアメイト操作するため本体とと iPhone の距離を近付けてみて下さい。を近付ファイルで送信することができます。けて説明します。み合わせをて説明します。下のように設定します。さい。

42
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商標および免責事項および免責事項免責事項

iPhone、iPadは、米国および他の国々で登録されたおよび免責事項他の国々で登録されたの国および他の国々で登録された々で登録されたで登録された Apple Inc.の商標および免責事項です。
その他の国々で登録されたの製品名を入力し、「、会社の名を入力し、「は各社のの登録商標および免責事項、または商標および免責事項です。
本書の内容は以下の通りです。は、予告なしに変更することがあります。なしに変更しておく必要があります。することがあります。
本書の内容は以下の通りです。の一部の青丸のアイコンまたは全部の青丸のアイコンを無断されますが、ピで複製、改変、転載することはできません。することはできません。
本ソフト操作するためウェアの使用されますが、変更を保存したい場合、によるデータの消失われます。アンインストールの際は、等のサウンドに関する設定を行につきまして説明します。は、一切り替責任を負いかねますのでご了承くを負いかねますのでご了承くいかねますのでご利了するとサウンドの状態が承くく必要があります。
だ状態で上方向にスワイプするさい。

Ⓒ 2018 Nissin Electro Co., Ltd. All rights reserved.
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